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平成30年２月１日発行

年頭所感 　 
●❷ 島根県建設業協会　会長　中筋　豊通
全国建設業協会　会長　近藤　晴貞

建設業協会 　 
●❺ 建設企業ガイダンスを開催、会員現状調査を実施

建災防島根県支部 　 
●❻ 出雲大社で安全祈願
労働災害発生状況、安全衛生管理計画の作成
年度末労働災害防止強調月間、年度末月間商品のご案内
講習予定表（平成30年度）

●➓平成30年度 事業予定 　 

ＤＣプラン 　 
●11 マッチング拠出制度

建退共島根県支部 　 
●12 退職金を受け取るには



島根県建設業協会

島建会報 Vol.145

年頭所感

「戊
つちのえ
　戌

いぬ
」＝『自　問』

 一般社団法人 島根県建設業協会 会長　中筋 豊通

　明けましておめでとうございます。
　平成30年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　本年の干支は「戌
いぬ

」、十干で言えば「戊
つちのえ

」、陰陽五行は「陽
よう

の土
つち

」となります。
　「戌」には、「滅」を語源とし、消滅、滅亡につながり、悪い意味があります
が、「戊

つちのえ

　戌
いぬ

」は、草木などが一度燃えてなくなってしまっていても、「茂」とい
う字に通じ、大きく成長が期待できる年ということになります。しかし、「陽
の土」は、良いこと、悪いことがはっきり分かれることを意味していますの
で、 戊

つちのえ

戌
いぬ

の年は、自分の行動次第で良くもなれば悪くもなる、そんな年ではな
いでしょうか。

　現在、建設業界は地域間格差・企業間格差が生じています。東北、九州北部な
ど復興・復旧の被災地や、オリンピック・パラリンピック景気に沸く東京に限ら
れ、大手建設業は、増収増益、地方の中小建設業は減収減益、経営状況は厳しい
状態が続いています。

　そんな中、国土交通省は、『建設産業政策2017＋10　～若い人たちに明日の建
設産業を語ろう～』と題し、建設産業のあるべき姿・進むべき方向を打ち出しま



島根県建設業協会

島建会報Vol.145

した。私たち建設産業はインフラや住宅等の整備や今後の老朽化に対応、さらに
災害時の応急復旧など国民の生活と安全・安心を支えるとともに、都市再生や地
域活性化に資する施設整備など、経済成長に貢献する役割を担っています。

　一方、生産年齢人口の減少が進む中、建設産業が「雇用の受け皿」となり得る
ことが出来るでしょうか。個々の企業の一層の努力に加え、業界全体や発注者・
設計者など多くの人々との連携を図り、働き方改革や生産性向上等の取り組みを
強力に推進し、良質な建設サービスにより国民の理解と信頼を確保し、魅力ある
産業にしていかなければなりません。

　地方を、地域を守るのは、誰ですか、我々しかいないのです。
　我々地域の中小建設業も、『自問』、自らに問いかけ、自らで考え行動していか
なければなりません。
　まず「処遇改善」、そして「現場力・企業力の強化」、つまり、長時間労働の是
正、週休二日制の導入、ICTの活用、営業力やコスト競争力の強化等々、難しく
困難な課題ばかりですが、多くの課題を解決した時、地域の人々に理解され信頼
を得ることができ、それが若年層や女性の入職へつながり、魅力ある建設産業へ
の第一歩が始まるのではないでしょうか。

　「戊
つちのえ

戌
いぬ

」良くもなれば、悪くもなる年。

　協会員の皆様、本年は建設業協会が誕生し「70年」節目の年です。
　記念すべき本年が良い年になるよう、ともに頑張っていきましょう。
　本年も宜しくお願い申し上げます。

　ありがとうございました。
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　平成30年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
　平素は、全建の事業活動に対し格別のご支援・ご協力を賜り、改めて
厚く御礼を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、2012年12月から始まった国内経済の景気回復

年頭所感
『地域建設企業の健全で
 安定した経営基盤の構築を』
 一般社団法人全国建設業協会 会長　近藤 晴貞

局面が「いざなぎ景気」を上回り、戦後２番目の長さとなったものの、過去の回復局面に比べると、景気回
復に対する実感は乏しいとの声があがる１年でございました。そのような中、建設業界におきましては、公
共事業費はここ数年、当初予算ベースで見れば安定的に推移している一方で、建設投資の偏りが見られ、首
都圏と地方圏との事業量の地域間格差や大企業と中小建設業との企業間格差が近時一層拡大し、地域の建設
企業の多くが厳しい経営環境を強いられた年でございました。
　また、昨年の大きな動きと致しまして、政府が、日本経済の再生に向けた最大のチャレンジとして位置付
けている働き方改革への取組みを一層加速させ、一億総活躍社会を構築すべく開催された「働き方改革実現
会議」では、建設業における長時間労働是正を含めた「働き方改革実行計画」の策定がなされました。建設
業界では、これまでも「賃金・休日等の労働条件の改善」、「女性等の多様な人材が活躍できる環境整備」と
いった担い手の確保・育成に向けた様々な取組みを進めて来たところでございますが、今般の政府の要請
は、業界内における改革のテンポの加速を求めるものでございます。
　私ども全建と致しましても、地域建設業が他産業との人材獲得競争を勝ち抜き、将来に亘って地域社会に
貢献していくためには、企業の経営トップ自らが強力なリーダシップを発揮し、週休２日制の普及など働き
方改革を主導していく必要があると考え、その指針として「働き方改革行動憲章」を策定し、新たな決意の
下、その取組みを進めているところでございます。
　ご承知のとおり、私ども地域建設業は、地域インフラの安定的な整備・維持管理を行う「地域の守り手」
として、地域の安全・安心を確保するための「公的な任務の担い手」としての役割が期待されております。
しかし、現在の状況がこのまま続くと、その役割を果たすことが困難となり、防災・減災対策や社会資本の
整備・維持など地域を守る力も衰退しかねないとの懸念の声が多く寄せられております。
　担い手を確保し、生産性の向上を図り、私どもに課せられた社会的使命を今後も継続して果たしていくた
めには、何より地域建設企業の健全で安定した経営基盤の構築が必要であり、適正利潤の確保を謳った改正
品確法の徹底に加え、我が国の厳しい財政状況下にあっても、事業量の安定的・持続的な確保が不可欠でご
ざいます。
　今年、全建は設立70周年を迎えます。これまで皆様方よりいただいた多大なご厚情に感謝申し上げますと
ともに、若者が夢をもって将来を託せる産業となるよう、これまでにも増して積極果敢に取組みを進めてま
いりますので、引き続き、ご理解ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
　結びになりますが、皆様方のご健勝とご多幸を心から祈念いたしまして、私の年頭のご挨拶とさせていた
だきます。
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　昨年度に引き続き、12月７日（木）にくにびき
メッセ（松江市）にて、会員企業18社が参加し、
建設企業ガイダンスを開催した。
　来年春に卒業予定の松江高専環境・建設工学科の
４年生と、松江工業高校建築都市工学科２年生、出
雲工業高校建築科２年生の計約120人が訪れ、企
業担当者から仕事の内容や必要な資格、地元建設企
業の役割などについて熱心に聞いていた。
　会場ではしまね建設産業イメージアップ女子会も
参加、また専門工事業を中心とした業種説明資料の
展示も行われた。
　ガイダンスに訪れた学校関係者は「県内外を問わ
ず多くの企業から求人をいただき感謝している。県

建設企業ガイダンスを開催

　建設業協会では、平成23年度から、業界の現状把握と、今後の要望

活動や意見交換会等の協会運営のための参考資料とすることを目的に

「会員現状調査」を実施しています。会員企業の皆様にはご協力を賜り

ましてありがとうございまし

た。

　今後はこのいただいた回答をまとめ、“通常総会での資

料” や “理事会・委員会等での資料”、“意見交換会や要望

活動における意見のバックデータ”として活用いたします。

会員現状調査を実施しています

内の建設業界挙げてインターンシップに取り組んで
もらい、生徒の進路選択に大変役立っている」と話
した。一方、企業の担当者は、「高校生は地元志向
が強くありがたいが、大学生は大手企業との競合か
ら近年、内定辞退が増えている」と危機感を募らせ
ていた。
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　建災防県支部（中筋豊通支部長）は

１月19日、出雲大社を参拝し安全祈

願を行った。島根労働局の高橋労働基

準部長、鷹中健康安全課長はじめ、各

分会の代表者ら17人が出席。拝殿で祈祷した後、本殿に参拝。中筋支部長と高橋労働基準部長が玉

串を奉納し、全員で拝礼。今年一年の無事故無災害を祈願した。

　昨年県内で発生した建設業の労働災害は、速報値によると90人で、昨年度より11人減少、死傷者

数としては過去最少数値を達成することができました。さらに、死亡災害は、当初の目標である「死

亡災害ゼロ」を達成することができました。

　今年も引き続き、気持ちを新たに会員および協会をはじめ関係者が一丸となり「死亡災害ゼロの達

成」「死傷災害件数では２桁数値の継続」を目指し計画に沿った安全衛生管理の向上に努めましょう。

平成27年～29年（１月～12月）島根県内の建設業の労働災害発生状況
区　　　分 27年 28年 29年

土 木 工 事 業 (0) 36 (1) 33 (0) 29

木 造 工 事 業 (0) 25 (1) 18 (0) 21

建 築 工 事 業 (0) 25 (1) 42 (0) 27

その他の建設業 (0) 20 (1) 16 (0) 13

計 (0) 106 (4) 109 (0) 90

( 　) は死亡災害

昨年度の反省をふまえ、新年度の安全衛生計画をたてましょう。計画(Ｐｌａｎ)ー実施(Ｄｏ) ー
評価(Check)－改善(Ａｃｔ)を進めることで会社の安全衛生水準の向上につながります。

安全衛生管理計画の作成について
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年度末労働災害防止強調月間（3/1～31）が始まります！
　３月１日～31日は年度末労働災害防止強調月間。特に、この期間は工事が逼迫し労働災害の可

能性が極めて高くなります。月毎、週毎、日々の連絡調整を密にし、厳しい工程による安全設備の

不備にならぬよう特に下記の徹底をお願いします。

★作業の前に計画を作成し打合せ
　を行いましょう

★高所(２ｍ以上)での作業は、
　安全帯の取り付け箇所を確認
　しましょう

★重機作業では、後進時の合図
　方法を取り決め実行しましょう

ポスター ￥200　Ｂ２判（73×52㎝）

№１ 齋
さい

藤
とう

 飛
あす

鳥
か
（乃木坂４６） №２ 浜

はま

辺
べ

 美
み

波
なみ

ワッペン
￥840
　ビニール製
　（7.5×6㎝）
　10枚１組

の ぼ り
￥1,570
　ポリエステル製（240×70㎝）

横 幕 ￥1,570
　ポリエステル製
　（70×220㎝）
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平成30年度の講習会等の予定をお知らせいたします。
ホームページにも予定・案内などを掲載いたしますので是非ご覧ください。

講　　習　　名
学　科　講　習 実　技　講　習

講　習　日 会　　場 講　習　日 会　　場

技 能 講 習

足場の組立て等作業主任者技能講習

７月18日（水）

～

７月19日（木）
出雲建設会館

８月７日（火）

～
８月８日（水）

出雲建設会館

10月９日（火）
～

10月10日（水）
浜田建設会館

10月25日（木）

～

10月26日（金）
出雲建設会館

地山の掘削及び
土止支保工作業主任者技能講習

７月23日（月）

～

７月25日（水）
出雲建設会館

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習

10月16日（火）

～

10月17日（水）
出雲建設会館

車両系建設機械
（整地・運搬・積込み用及び掘削用）
運転技能講習

４月３日（火）

～

４月４日（水）
出雲建設会館

４月10日（火）
～ アユミ工業㈱

４月５日（木）

～

４月６日（金）
浜田建設会館

８月20日（月）

～

８月21日（火）
出雲建設会館 ８月27日（月）

～ アユミ工業㈱

９月10日（月）

～

９月11日（火）
浜田建設会館 ９月12日（水）

～ ㈱ライト実習場

不整地運搬車運転技能講習 ７月５日（木） 出雲建設会館 ７月９日（月）

～ アユミ工業㈱

車両系建設機械（解体用）運転技能講習 ６月22日（金） 出雲建設会館 ６月25日（月）

～ アユミ工業㈱

高所作業車運転技能講習

５月28日（月） 浜田建設会館 ５月29日（火）

～ ㈱ライト実習場

６月６日（水） 出雲建設会館 ６月13日（水）

～ アユミ工業㈱

９月26日（水） 出雲建設会館 ９月28日（金）

～ アユミ工業㈱

特 別 教 育

小型車両系建設機械
（整地・運搬・積込み用及び掘削用）
運転の業務に係る特別教育

５月８日（火） 出雲建設会館 ５月９日（水）

～ アユミ工業㈱

11月５日（月） 出雲建設会館 11月６日（火）

～ アユミ工業㈱
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講　　習　　名
学　科　講　習 実　技　講　習

講　習　日 会　　場 講　習　日 会　　場

ローラー運転の業務に係る特別教育 ９月３日（月） 出雲建設会館 ９月４日（火）

～ アユミ工業㈱

足場の組立て等の業務に係る特別教育

５月25日（金） 浜田建設会館

６月８日（金） 出雲建設会館

低圧電気取扱い業務に係る特別教育 ８月３日（金） 出雲建設会館

自由研削用といしの取替え等の
業務に係る特別教育 10月19日（金） 出雲建設会館

安 全 衛 生 教 育

職長・安全衛生責任者教育

５月15日（火）

～

５月16日（水）
出雲建設会館

７月31日（火）

～

８月１日（水）
浜田建設会館

12月５日（水）

～

12月６日（木）
出雲建設会館

建設業職長のための
リスクアセスメント教育 ５月14日（月） 出雲建設会館

刈払機取扱い作業者安全衛生教育 ６月28日（木） 出雲建設会館

車両系建設機械（整地用等）運転業務
従事者安全衛生教育 ６月29日（金） 出雲建設会館

建設業等における（管理者・作業者）の
ための熱中症予防教育 ７月４日（水） 出雲建設会館

現場管理者統括管理講習 ７月20日（金） 出雲建設会館

足場の組立等作業主任者能力向上教育
（定期）

８月10日（金） 出雲建設会館
施工管理者等のための
足場点検実務者研修

丸のこ等取扱い作業従事者教育 ９月18日（火） 出雲建設会館

振動工具取扱い作業従事者教育 11月21日（水） 出雲建設会館

新・総合工事業者のための
リスクアセスメント研修 11月27日（火） 出雲建設会館

受講申込を支部および各分会にて常時受け付けていますので、日程をご確認いただき、協力会社への周知・受講勧奨も
含めた受講計画をご検討くださいますようお願いいたします。
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９（月）事務局長会議
23（月）監査会
27（金）理事会

23（月）監査会
27（金）理事会

９（月）監理技術者講習 23（月）監査会

17（木）新理事予定者会議
23（水）理事会
　　　　定時総会
　　　　協議員会

23（水）通常代議員会 ７（月）監査会
　　　　理事会
21（月）通常代議員会

23（水）通常総会

８～９月
　国土交通省中国地方整
備局との意見交換会

　島根県との意見交換会

　島根県建設産業人材確
保・育成推進協議会

２（木）
中国土木施工管理技士会
連合会通常総会

９～11月
　高校生の現場見学会

20（木）
　第55回全国建設業労働
災害防止大会（横浜市）

現場見学会

31（水）
中国ブロック地域懇談会
　平成30年度建設業協会
　中国ブロック協議会意
見交換会（広島市）

中・四国ブロック会議

12～３月
　土木・建築・労働委員会

安全祈願祭 支部長会議

研修会

理事会、研修会
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マッチング拠出制度について
　平成17年３月にスタートした島根県建設業協会の確定拠出年金制度（島根県建設業ＤＣプラン企業型年金規
約）は、現在12年が経過し、加入事業所が95社、加入者が約2,000人の規模となっているところですが、こ
の確定拠出年金制度において、年金確保支援法（平成23年８月交付）の制定により、大幅な改正が行われました。
　その中でも、改正の目玉である「従業員拠出（マッチング拠出）の解禁」について平成24年度から対応を始
めています。

・島根県建設業ＤＣプランをはじめとする確定拠出年
金（企業型）では、掛金は全額事業主が負担するこ
ととされてきました。加入者（従業員）はこれを運
用して60歳以降の年金原資としています。

・法改正により加入者（従業員）が自己負担で掛金の
上乗せ（マッチング拠出）が認められるようにな
り、島根県建設業ＤＣプランでもマッチング拠出の
取扱を開始しました。

　マッチング拠出制度は、加入者（従業員）にとって税制優遇等メリットも大きく、加入各社においても検 
討・制度導入が進められています。（制度導入済21社）

マッチング拠出による加入者掛金は全額非課税となります。
運用時・給付時の課税はマッチング拠出による上乗せ分も含めて従来どおりの優遇措置があります。

拠出時
事業主掛金 全額損金算入、かつ給与所得とみなされない
加入者掛金 全額所得控除（小規模企業共済等掛金控除適用）

運用時 運用益非課税
年金資産に特別法人税・特別住民税課税（平成11年４月から凍結中）

給付時

給付の種類によって課税
　　■老齢給付金：年　金…雑所得（公的年金等控除適用）
　　　　　　　　　一時金…退職所得（退職所得控除適用）*
　　■障害給付金：年金・一時金とも所得税・住民税非課税
　　■死亡一時金：「みなし相続財産」として相続税課税
　　　　　　　　　（法定相続人１人当たり500万円まで非課税）
　　■脱退一時金：一時所得として所得税・住民税課税

（参考）確定拠出年金の税制
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退職金を受け取るには

　退職金は、共済手帳に貼り終わった共済証紙が12月（21日分を１ヶ月と換算）以上になっ

て、建設関係の仕事をしなくなったときなどに、労働者またはその遺族からの請求により、その

請求人に直接支給されます。

（なお、請求事由発生年月日が平成28年３月31日以前の場合は、24月以上の掛金納付月数が必要となります。）

  請求するには？　 

　退職金請求書に必要事項を記入して、共済手帳と必ず住民票及び退職所得の受給に関する申告書と個人

番号並びに身元確認のための書類を添えて、建退共支部まで提出してください。

  受け取り方法は？ 

　退職金は、原則として請求人個人の普通預金口座に、直接振り込む方法により、支払われます。

  退職金額は？　　 

　退職金については、下の表のとおりとなっており、働いた年数が長いほど

有利になります。

　掛金納付月数が12月以上24月未満の退職金は掛金納付額の３～５割程

度の額となっております。

　12月以上24月未満で死亡したときの退職金は、事業主が納めた掛金に

相当する額となっております。

掛金納付年数
（月数）

退職金額
（単位：円）

1年 （12月） 23,436
（18月） 48,174
（23月） 76,167

2年 （24月） 156,240
5年 （60月） 410,781
10年（120月） 945,903
15年（180月） 1,572,816
20年（240月） 2,256,366
25年（300月） 3,029,754
30年（360月） 3,902,745
35年（420月） 4,898,775
40年（480月） 6,036,723
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退職金請求書

見 本
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退職所得の受給に関する申告書 退職所得申告書

見 本
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個人番号及び身元確認のための書類



完成工事高契約
会員加入状況
平成29年12月31日現在

地区 加入企業
（会員）

会員
加入率（％）

松江 47 73.4
安来 19 100.0
雲南 37 90.2
仁多 14 100.0
出雲 51 68.0
大田 13 38.2
邑智 35 92.1
浜田 20 34.5
益田 8 32.0
鹿足 10 52.6
隠岐 21 65.6
合計 275 65.6


